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	報 告 者
	江の島ヨットクラブジュニア　　　　　　　　　中学２年
高宮　豪太　　　    

	大 会 名
	世界選手権大会　２０１１

	開 催 地
	　　ニュージーランド　ネーピア

	大 会 期 間
	2011/12/30～2012/1/10

	セールNo
	JPN 3174
	最 終 順 位
	66位


	気温、水温

ウエアについて


	　気温は、１４～２４℃ぐらいでした。陽が出ていても日本より湿度が低いため汗はかきませんでした。海水は、冷たかったです。ウエアは、パドジャケにトラウザー、中は、長袖・海パンでした。海水が冷たく、思っていたよりも気温低かったので濡れると寒かったです。船が滑ったので、常にブーツを履きました。紫外線対策として、サングラス・日焼け止めは必ずつけました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	シーブリーズが北から吹くと波が高くて２ｍぐらいたちました。逆に南だと陸に近く波はあまりたちませんでした。波と波の間隔が狭く乗りのくかったです。大潮が近くなってくると潮が速くなり、風があってもレースができなくなりました。風は、午前中は弱く、午後から少しずつ上がって来ました。
強くて２０ノット、弱くて３ノットぐらいでした。海面のブローが見にくかったです。

	　セッティングで

注意したこと
	　波の間隔が狭かったので、パワーを落としすぎないように注意しました。スプリットとマストのガラミをよく調整しました。チャーター艇では、シート・ブロック・エクステンションなどを交換しました。船は、自分の乗りやすいようにしました。

	　セーリングで

　注意したこと
	　波に船が叩かれぬよう体を使い、真っ直ぐに走るように意識しました。ランニングでは、バウが突っ込まないように注意しました。他の艇のことは余り気にせず、自分の走りに集中するように心がけました。

	　海上で練習した

こと
	　ラビットスタートとスベリです。ラビットスタートは、どのチームもやっていたので海外チームといっしょに練習するために出来るようにしとくべきだと思いました。スベリは、チームメイトとボートスピードの確認で行いました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？
	　特に日本で行うときと変わりはありませんでした。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	　スタートは、ライン全体に選手が広がっていて、有利サイドを狙う選手もいれば、開いているところから出る選手もいました。でも、有利サイドの方が若干多かったです。１列目にいても良いスタートが切れない事が多かったです。スタートの技術には、大きな差を感じました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	　ランニングのコースを海外の選手は、よく考えていると思います。そこには、自分との技術の差を感じました。ランニング以外のコースは、基本的に良かったです。しかし、１回タックをミスするだけで大きく順位が落ちるほどで、みんな上手でした。単純に、ブローに入ってる選手が速く、ブローにどれだけ長く居られるかが勝負でした。

	　自分より上位の

　選手との違いは？
	　スタートの技術・ランニングのスピードとコースです。一番の違いはスタートですが、上位の選手は、スタートが悪くてもシングルだったりしていたので、コース戦略にも違いを感じました。

	　国内の練習で

　役立ったこと
	　いつもやっていることは役に立ちました。特に基本動作です。

	　国内の練習で

　足りなかったこと
	　チームレースの練習、これが一番だと思います。上位に入るにはもっと練習が必要だと思いました。
それから、いつもの練習をワールドを意識した練習にするべきだと思いました。

	　印象に残った

外国選手は？　
	　シンガポールの五人とオランダの３０４３です。ランニング・タックが上手かったです。

	　今後の課題と

　目標は？
	スタートと体力などの基本的なことです。目標は次のワールドにも出て、上位に入ることです。

	　ＪＯＤＡへの要望
	　チームレースの練習を増やすこと、チームの選手が集まって練習する機会を増やすことです。
世界のどんな大会でも日本チーム、日本の選手が勝てるようなサポートをして欲しいです。

	その他
	　たくさんの応援、ご父兄のサポート本当にありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

